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本論文要旨ハ第十三同 日本結核病學會総會 二於 テ登表 セ リ

抄 録

著 者ハ結核菌饅 内色素 「フチオコール」ヲ合成 シ、

ソノ生髄 二及 ボス作用 ヲ窺知 セ ソ ト企 テ、健常家

兎 二就 テ實験 ヲ行 ヒ、 ソノ血糖 ヲ下降 セシメ、 血

清沃度酸値 ヲ上昇 セシムル作用 アル ヲ確詮 セ リ。

緒 言

微 生物 盟 二關 スル化 學 的 研 究 ハ 近 時長 足 ナ ル進

歩 テ遽 ゲ、 菌禮 テ構 成 ス ル諸 成 分 逐 次 化 學 的輩

艦 二分 離 セ ラ レ、 夏 ニ ソ ノ軍 禮 ノ性 状 及 ピ作 用

等次 等 二閑 明 セ ラ レツ ・ア リ。 結 核 菌 二關 スル

此 方面 ノ 研 究 ハ1927年(1⊃Andersonノ 業 績 以

來 著 シク進歩 セ リ。

軌 近 ⊂M{3⊃Anderson及 ピNewmanハ 結 核 菌 盟

ヨ リー種 ノ色 素 テ分離 シPhthioco1ト 命 名 シ、

2-methyl-3hydroxyl-1.4naphthoquinon1構

造 式 テ與 ヘ タ リ。コ ノ物 質 ハ2個 ノKetogruppe

ト1個 ノHydroxylgrupPeト テ合 セ有 スル ガ

故 二其 自身Oxydoreduktionssystem二 算 入 サ

ルベ キモ ノナ リ。 從 來 結 核 菌 盟 中 二 「チ ス チ ノ」

及 ピ 「チ ス テ イン」ガ存 在 ス ル ヤ否 ヤハ 「グル タ

チ オ ン」ノ襲 見 以來 殊 二注 目 セ ラ レ シ所 ニ シテ、

{4}JohnsonandBrown;、(5⊃JohnsonandCo-

ghill,`6⊃岸 野 等 ハ含 硫 黄 「ア ミ ノ」酸 ノ痕 跡 テ肉

汁 培 基 培 養 結 核 菌 中 一 謹 明 セ リ ト唱 スル モ、

(7)White等 ・ハ 「グ リセ リ ン」寒 天 培 基
,進 ミテ

ロ ング氏 合 成培 基 ニ テ培 養 セ シ結 核 菌 二於 テ、

「グル タ チ オ ン」拉 二 「チ ステ ィ ン」ノ存 在 テ謹 明

スル ニ至 ラザ リキ。(8)WellsandLong二 依 レ

バ結 核 菌艦 内 二假 令含 硫 黄 「ア ミノ」酸 ガ存 在 セ

リ トスル モ極 メテ微 量 二過 ギ ズ、結 核 菌盟 内酸

化 還 元 機 轄 ハ コ ノモ ノノ ヒニ殊 リテ設 明 シ得 ザ

ル モ ノ ・如 シ。 然 レバ 「フチ オ コー ル」 ガOxy-

doreduktionssystem二 屈 ス ノレコ トハ特 二結 核

菌艦 ノ生 理 二封 シ甚 グ興 味 アル事 項 ナ ル ノ ミナ

ラズ、 ソ ノ構 造 式 ヨ リ見 テ此物 質 ガ動 物 膿 二封

シテ持 ツ作 用 モ興 味深 キ モ ノナ リ ト思 ハ ル。

故 二余 ハ(9}Anderson等 ノ記 載 二從 ヒ「フチ オ

コー ル」テ 合成 シ、 ソ ノ 生化 學 的検 索 テ志 シざ

先 ヅ健 康 家 兎 二就 キ、 ソ ノ血 糖 及 ピ血 清 沃 度 酸

値 二及 ボ ス影 響 テ験 セ ン ト企 圖 セ リ.
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實験方法

「フ チ オ コー ル」ハ油 性 二於 テ易溶 ナ ル タ メ、 生

理 的 食 盟 水 ノ0・2%炭 酸1達 液4--8姥 二所 要

「フ チ オ コー ル」ラ溶 解 シ
、 家 兎 耳静 脈 内 二注 射

ス。 注 射 前後 昌於 テ時 間的 探 血 ラナ シ、1血糖 ハ

ao)HagedornundJensen氏 法 昌 ヨ リテ、 血 清

沃 度 酸値 ハ抑 西垣 氏璽 法 ニ ヨ リテ型 ノ如 ク操 作

測 定 セ リ.

實験成績

一 尉照試験

血 糖 量 バー般 二僅 ノ内的 又 ハ外 的 刺戟 二依 リテ

モ塑 動 アル ベ キ ニ ヨ リ、 弱 漉 性 生 理 的 食 霊 水 ノ

静 脈 内注 射 ニ ヨ リテ惹起 サ ル ベ キ影響 テ豫知 ス

ル ノ必 要 ア リ。 故 二「フチ オ コー ル」溶 解 二使 用

實験 第1例 封 照試験

家 兎1960gm.♂

0.2%炭 酸曹達 加生理 的食臨水8cq注 射
1

時間 沃度酸値
(蝿)

血 糖
一 一一 一 一 一一 一 一 一 一

勲 副 亭晶値
1 0,100 8:擾) 0,124

0 0,095 8:ll8) 0,130

1 0,120 8二揚) 0,142

2 0,105 8二勘 0,134

3 0,107 8:1器) 0,127

4 0,098 8:覆) 0,125

5 0,105 8:搦) 0,123

alSO

ω40

0.130

al20

ω10

α100

0DgO

セル ト同様 ノ0.2%炭 酸曹達生理的食K水8耗

及 ピ10耗 ラ家兎耳静脈内"注 射 シ、 ソノ血糖

量及 ピ血情沃度酸値昌及ボス影響 テ験 セリ.

實験第2例 針照詞 験

家 兎2245gm.♂

0.2%炭 酸曹蓮加生理的食唖水10㏄ 注射

時間
沃度酸値

(耗)

血 糖
}}

勲 副 磯)値
1 0,128 8 1§§) 0,138

0 0,129 8 1勃 0,138

1 0,152 81農) 0,142

2 0,156 8勘 0,160

3 0,138 81器) 0,139

4 0,145 81諭 0,138

5 0,142 8 }器) 0,127

6 0,189 8 1釜)
・0

,126

0.170

0』60

0.150

ω40

0」30

0.120

α190

α10010123456曹
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生理的食盟水 ノ0・2%炭 酸曹達溶液8-10耗 ラ

健常家兎耳静脈内二注射 シ、 ソノ血糖蛇二血清

沃度酸値 二及ボス影響 テ験 シタルー,實 験第1

例拉二第2例 二表示 セルガ如 ク、注射後1時 間

乃至2時 間ニシテソノ血糖及ピ血溝沃度酸値共

一上昇 スルモ、 ソノ程度 ハ比較的糧度ニ シテ、

血 糖 量 二於 テハ0・012-0・022%ノ 上昇 ら止 マ

リb血 満 沃 度 酸 値 ニ ア リテハ0.025--0.027耗

ノ増 加 ラ指 示 シタル 轟過 ギ ズ。 從 テ本 封 照 試験

二於 ケル健 常 家 兎血糖 及 ピ血1荷沃 度 酸 値 ノ墜 動

ハ僅 微 ナ ル モ ノ ト云 ハザ ルベ カ ラズ。

二 實 験

1・ 「フ チ オ コー ル」20殖 静 脈 内 注 射 試 験

實 験 第3例20mg.Phthiocollt三 射 試験 實験 第4例20mg.Phthiocol注 射 試 験

家 兎1340gm.♂ 家 兎1210gm.♂

沃度酸値
(蝿)

0.110

0.110

0.133

0.156

1・510・155

0.146

0.139

0.127

0.131

0.111

匹..

實 験 値

8:1麗)

8:ll§)

8:穆1)

8:ll§)

8:181)

8:}器)

8:器茎)

8:8器)

=)

8:1勃

蟹
卒 均 値

(9。)

0,140

0,151

0,138

0,115
『

0,103

_一 一 一 一 一

〇,109

0,092

0,086

0,138

C.160

0.150

0.140

0.130

0.120

D.110

0.IOO

ODgO

O.080

0.Oア0

「フチオコール」20彪 テ生理的食盛水 ノ0.2%

炭酸曹達溶液4--5耗 中二溶解 シ、盟重1200瓦

乃至1300瓦 ノ比較的幼弱家兎耳静脈内二注射

時間 沃 度酸値

(蝿)

血 糖

贈 値「鴨 価
0.5 0,099

0

0

0

0

0

0

σ

0

0

0

0

0}σ

_0
0
0

-

0

0

0

0

鈷1)
一 一

lll)

8器)

親 一

811)
一 一 一一,-

819)
一 一一

纒)
一一『

題1)

8§8)
}一 一一 一 一

81窒)

0,110
_一 一一 曽一

0 0,109 0,098

0.5

1
__一 『

2
-一 一

3
-一一

4

一

一}

0,089

0,133 0,101

0,114 0,090

0,119

一 一

〇,079
-一 一_`一 一 一一『

0,067!0,119
5

5 0,108
-{-

0,122
一 一

〇,116

0,085

6 0,089

7

一 曹 一　 -

0,093

O.140

0.130

0.120

0.110

0」00

0D90

0.080

ao70

0.060

シ、 ソ ノ血 糖 量 及 ピ血 清 沃 度 酸 値 テ測 定 シ タ ル

ニ、 第3、 第4例 二 表 示 セ ル ガ如 ク、 ソ ノ血 糖

ハ 著 シ ク下 降 シ、 注 射 前0・151及 ピ0・098%テ
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●

示 セ'レ モ ノ ガ 注 射 後 既 ∴30分 ・・シ ーi-o・138%及

ピ0,089%二 下 リ、 術 逐 髄寺減 少 シ テ君{1射・後4時

間 ニ シテ 雨 例 共 最 低 値0・086%、O・067%'一 下 降

シ、 爾 後 時 間 ト共 一='m復 シ、6時 間 乃 至7時 間

ニ シテ 殆 ニ ドikgt前 値 ∴蹄 復'・・ル ラ 見 タ リn從

テ 前 例 ニ ア リ テ ハ 「フ チ オ コー ル 」注 射 ∴ ヨ リ ソ

ノ1佃糖 量 ハ最 低 ガ注 射 前値 ノ57%及 ピ69%二

減 少 ビ リ。

1価ll沃度 酸 値 ∴ ア リテハ、爾例 共1二昇 テ來 シ,前

例 ハ0.110妬 ヨ リ倣 高0・156耗,後 者 ハ0.109

妬 ヨ リ0.133立 毛一;卜昇 セ リ。 前記 封 照實 験 例 二

比 シ.多 少 上 昇 ノ傾 向 テ示 セ リ。

2.「 フ チ4'コ ー ル 」30通 離 脈 内il三射 試 験

實験 第5例30m凹.Phthiocolil射 試融 實 験 第6例3(,mg.Phthiocolit三 射 試 験

家 兎2140gm.♂ 家 兎1300gm.♂

時間 沃度酸値

(蝿)

一

血 _糖

貸 馴 血 ■{(均06)億

0.5
『 一

0,062
■『}一 一}一,噛

0,052

0

0
『-

0

0

}ll)
,"

櫻)
-

lll)

ll巷)

0,133

0
-_一

0,132
}一

〇,136
}

0,141

0,120

0.5

-}一 雫_

1

0,120
0

0

0

0
0,132

2

一 騨

0,112
0

0

0

0

　一　-

ll6)
一 一一 一 一,冒▼一

}ll)
r}一

一

3
-■ 暫

4

0,081

}一一{』

0,123

　 一'一 一 一 一

〇,121
一 一一 一 一 一 触 一

〇,111

0,100

0,110

0,123

0,060
0

0『…

0

0

}ll)

丑1)

ll6)

}18)

}1塗)

5 0,062

6 0,080
0

0一6

.0

0

0

7 0,077

8 0,077

α150

ω切

α130

0.120

0.110

σ100

α090

ao80

0』70

α060

α050

α040050α512345678崎

9・140-1-
0.131

0.133

† ・.135!

0.123

0.194

0.167

0
0

0

0

.0

0

0

0

,

0。123

0.150

0.134

691)

8舞)

811)

}器)
0

10,094

-i-"

LO・095

,0.093

0.100

098)⊥ …98

88蟹)!…85

.0

0

一「

0

0

0

0

0

0

811)

纒)

0.086

0.081

811) 0.080

ぼバ

「フチ ォ コー ル∫30瑳 家 兎 耳静 脈 内注 射試 験 成

績 テ見 ル ニ、 第5例 、 第6例 二表 示 セ ル ガ如 ク

181) 0.102

O.200

0.190

0.180

0」70

0,160

0.150

0.140

0」jo

α120

0.110

0,100

0.090

0D80

α070050α512345
67博

前 記 「フ チ オ コー ル 」20灌 静 脈 内 注 射 試 験 成 績 ト

ソ ノ意 味 ラ ・一 ニ シ、 唯 ソ ノ作 用 ノ顯 著 ト}レ ル
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つやせ
ノ ミナ リ^・

ソ ノ血糖 へ 恐 ラ クハ 「フ チ オ コー ル」注 射 ノ刺

載 一 ヨ リテ カ∴2時 間頃 二於 テ極 メ テ輕 度 ナ ル

上 昇 ラ來 シ、 爾 後 著 明 二下降 シ、 ソ ノ下 降 時 間

モ20瑳 試 験 二比 シテ遷 延 シ、 注 射 後6時 間 二

實験第7例50mg.Phthioco1注 射試験

家兎1800gm.♂
L

■

時間 沃度酸値
(耗)

血 糖一 中 一 　 __ 一}需

實劇 劇 物)値
『 一 一一一一 噌一　 -

lll)1…15;
0.5

一 一一 一_ 一 一

〇,115
0

0

0 0,115
●

0

0 器)ゆ ・1・4

0.5 0,145
0

0

0

0

}一 一__ll8)・.12・

1 0,154 }器)i・ …9

2 0,243
0

0 ll9]・ …9

3 0,173
0

0 181)1 0,10↓
『}

4 0,155 0
0

-

0

0
-

'0

0

一一

818)1…99

5 0,162 81量) 0,094

6 0,143 8;珪) 0,094

7 0,125
0

0 811]…96

8 0,122
0

0 81量){…95
印

9 0,127
0

0

0

0

181)i・ …6

10 0,123
1?1)1・.・1・

實 験 第8例50mg.Phthiocol注 射 試 験

家 兎1320gm.♂

O」250

9.240

・0230

Q220

4ZIO

.0290

,0190

0.180

.ω70

0160

ω50

ω40

・ω50

、ω20

㌦0.110

0.100

ω90050as1 Z345678910弓

時間
沃度酸値

(蝿)
一 　 __

0,117

血 糖一一 一 一

贈 値P鴇 値
一-一}闇 一

・・51 0

0
-}

0

0
-一

〇

〇

81象)

,一 一 　

0,095

010,114i 181) 0,106

0.5
一

「0
,181 δ鎗) 0,099

11 0,340 0

0『,噌

0

0

8§1)㎜ 一

8器)

0,087

21・ ・31・

一一 一 一_-

1
「

一

〇,080

P　 一一_一 一 帆一一

}4

1

31・ ・12gl8 81葦) 0,073

0,108
0

0 8§1) 0,080

510,142
,

0

0
-

0

0

8器) 0,068

610,117 811)
、

0,077 [

7:…2218

ヨ

L81量)}
・,・79

遍 …32;81818)1・.・9・

0,340

0330

α320

0馴O

C300

σ290

(280

02π

0260

0250

α240

0230

α220

1

＼
1

」

、
、
、 1

9
、

「
「

そ
i }!1
i{i }

]i
i 員 i i

↓

Il 1 !

13 董

1
1 i

1 1 'll
l

一}

,

〉

Il
i

1 1
日 ll 5

血 吻(∫')

血鯛 瞳 殖 ひし'

'1

0210

α200

ユ1卯

ユ180

コ7ρ

α60

0,i50

α140

α30

0120

0110

α100

α090

α0ε0

0070

1'∬60

}
「

一 一 一 一

●

1 }
i

-i
1

「
1

1} iP

U臼
一1

「

1、i/
、 ・1

o
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、
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、1'
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シテ最 低 値 二蓬 シ、 ご1三射 後8時 間 ラ縄 ル モ間 繭

値 二復 セズ。

血 満 沃 度 酸 値 ハ注射 前0・062妬 チ示 ヒ シモ ノガ

注 射 後1時 間Aシ テ0.1329E1・ ナ リ、 他 例 ニ ア

リテハ0・131歩1…ノモ ノカ●111射そ表3時 間 ・・シテ、

0.194郵 毛二・_ヒ昇 セ リ0

3.「 フチ オ コー ル」50埴 艀 脈 内 注射 試 瞼

観

1933年Anderson及 ビNewmanハ 結 核 菌脂

肪 龍 ノ研 究 二從 事 セ ル内、Fettfraktion中 二油

性 二於 テ赤 色 二著 色 シ、 酸 性 ニ ア リテ黄 色 テ呈

スルー 種 色 素盟 ノ存 スル コ トテ兇 出 シ、 ソ ノモ

,ガ 酸 性 反 慮 二於 テ容 易 二 「エー テル」二移行 ス

ル性 質 二基 キ、之 テ分離 シ、Phthiocolト 命 名 シ

進 ミテ本 「フチ オ コー ル」ラ β一Methylnaphtha-

linヨ リ合 成 スル コ トニ成 功 セ リ。

Ballハ 「フチ オ コー ル」ノOxydoreduktionspo-

tentialテ 測 定 シ、 自然 界 二 存 ス ル モ ノ ・中最

低 値 二屈 スル モ ノナ ル ラ明 ニセ リ.

余 ハ本 物 質 ノ構 造 上、本 物 質 ガOxydoreduktio-

nssystem二 厨 ス ル コ トー 興 味 テ持 チ、殊 二生

艦 二封 スル作 用 テ窺 知 セ ン ト企 テ健 常 家 兎 静脈

内 二注射 シ、 ソノー 般 状 態 テ観 察 シタル ー、「フ

チ オ コー ル」20冠 テ用 ヒ シ場 合 ニ ア リテ モ、30

延 テ使 用 セル場 合 二於 テ モ殆 ン ド正 常 時 ト墜 ル

所 ナ 久50竈 テ用 フル ニ及 ビテ注射 直後 戦 側 蒙

褒 作 テ來 ス モ ノア リ、 後 、 常 二憔 枠 慰退 ノ状 テ

呈 ス レ ドモ死 ノ轄 蹄 テ取 ル ニ至 ラザ ル コ トテ認

メ タ リ。 從 テ 「フチ オ コー ル」ハ 其 毒性 比較 的 彊

カ ラザ ル モ ノナル ベ シ。

尚 「フチ オ コー ル」注 射 後 二於 テ尿 量著 シク減 少

シ、多 量 ノ蛋 白 テ謹 明 シ得 ル ニ至 ル。 故 二 「フ チ

オ コー ル」ガ腎臓 毒 ナ ル ハ明 ナ リ。

注 射 サ レタル 「フチ オ コ・一ル」ノ生艦 的蓮 命 二關

シテハ稿 テ更 メテ報 告 スベ シ。

其 血 糖 二及 ボ ス影 響 テ検 シタル ニ、就 二 「フチ オ

コー ル」20涯 注 射 二於 テ健 常 家 兎血 糖 ノ著 シキ

更 昌余 ハ 「フチ オ コー ルJ50媛 ヲ 健 常 家 兎耳 静

脈 内 ∴注射 シ、 ソ ノ血 糖 及 ピ血 構 沃 度 酸 値 テ検

シタ ル ・1一、 第7例 及 ピ第8例=表 示 「セル ガ如 ク

極 メ テ明瞭 ナル成 績 テ得 タ リ。 即 チ本 爾例 ニ ア

リテハ明 力 昌 ソノ血糖下 降 シ,ソ ノ血iSfik度 酸

t直1:界 スル ラ認 メ タ リ。

案

下 降 テ認 メ、30匙 、50雁 テ 用 ヒ シモ ノ ニ ア リ

テ ハ ソ ノ程 度 一層 著 明 轟 シテ.且 藷 値 二復 スル
●

時間 ノ遷延スルテ瞼知 シタリ。

案 ズルニ結核感染 卜血糖最二關スル諸家 ノ研究
o

業 績 ハ 既 二 久 シキ 以 前 ヨ リ山 積 ノ歌 ニ シテ 、 而

モ 「13)PalombellaundVignolo,q£R。Ginsberg

undR.Pewsner,u5)W.Chlebnikow,la,成 田,

aη小 林 等 ・・高 値 説 テ唱 へ 、(埆P.Heeht,'・19・Sc-

hlapPerundKirchner,{20》Unverricht,(20大

島 、(2z;木 村 等 ・・低 値 設 テ述 べ 、(23)W.Ladau,

(24)M .Borock,P.WowsiundG.Ranzmann.

(as)H .Axhausen,(20清 水 等 ハ 高 低 不 定 説 二 組

シ、(L'T,B.Sigurd,⑳W.LandauundO.

Glogauer,(29)S.Gumersindo,V.Lastraund

C.Vocos,c30)E.IvanovaundD.Manucarjan,

(31)大塚 等 ハ 正 常 値 設 テ論 ジ未 グ鯖 一 ス ル ニ 至 ラ

ズ。 實 験 的 結 核 動 物 試 験 二於 テ ハ 囮 西 田 ノ如 ク

正 常 値 テ述 ブ ル モ1ア レ ド モ、 ㈹ 官 井 ハ 病 勢 ノ

進 展 ト共 二血 糖 量 ノ減 少 テ 認 メ、 圏 北 村 亦 概 ネ

正 常 値 ナ ル モ極 末 期 二血 糖 降 下 セ ル モ ノ テ認 メ

リ。 實 二重 症 二於 テ ソ ノ血 糖 下 降 テ來 ス ハ 恐 ラ

ク ハ 間 違 ナ キ ノ事 實 ニ シ テ 、 ソ ノ下 降 機 轄 二 關

シ 「フ チ 才 コ ー ル 」ガ ー 定 ノ役 割 テ 演 ジ得 ル ハ 叉

必 ズ シモ 考 へ 得 ベ カ ラ ザ ル所 二 非 ザ ル ナ リ。

結 核 感 染 ト血 清 沃 度 酸 値 ト ノ關 係 二 就 テ ハ 圃 加

藤 、 圃 中 條 、 融 北 村 氏 等 ノ業 績 ア リ。 概 ネ ソ ノ

上 昇 セ ル テ 認 メ タ リ。 結 核 菌 艘 ノ ー 成 分 タ ル

「フ チ オ コ ー ル 」ガ 血 清 沃 度 酸 値 テ 上 昇 セ シ ム ル

コ トハ 之 亦 興 味 ア ル 所 ナ ル ベ シ。
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第3號 】 外山=「 フチオコー,v」ノ健康家兎血糖並 二血清沃度酸値 二及ntス 影響=就 テ181

結 論

1・ 「フ チ オ コー ル」ハ家 兎血 糖 ラ下 降 セ シム。

2・ 「フ チ オ コー ル」ハ家 兎 血 清 沃 度 酸値 ラ上 昇

セ シ ムo .

終 二臨 こ御指導御校閲ラ賜 リシ今村教授拉 二御

校閲テ賜 リシ古武教授二深謝 シ尚西垣博士ノ助

言 テ感謝 ス。
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